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(５)スポーツへのＤＸなどの活用 

〇 スポーツ施設に行けない人などのスポーツ体験機会を確保するため、インターネッ

トを利用したリモート指導や動画配信により、スポーツを気軽に楽しめる環境づく

りを行います。 

〇 ｅスポーツは、大きな市場規模や、インクルーシブスポーツとしての役割なども期

待されています。こういった特徴を持つｅスポーツへの取組を検討していきます。 

 

(６)頭脳スポーツの普及 

〇 頭脳スポーツは、囲碁、将棋、トランプなど年齢や性別などに関わらず、誰でも楽

しめます。市技の囲碁を中心に、頭脳スポーツを楽しむことができる場の提供や指

導者の育成などを通して、脳と心の健康づくりに努めます。 

 

(７)多様なスポーツ機会の創出 

〇 市民が自分に合ったスポーツを見つけ、生涯にわたって家族や友達と日常的にスポ

ーツに親しむことができるよう、教室や講習会の充実を図ります。 

〇 マリンスポーツを推進するため、市内で行っているイベントや活動などをホームペ

ージやＳＮＳで情報発信するとともに、マリンスポーツ未経験者や初心者を対象に

した体験会やきっかけづくりの充実に努めます。 
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用語 解説(意味） 掲載ページ 

あ
行 

アーバンスポーツ 
ＢＭＸ、スケートボード、パルクールなどといった

都市型スポーツをいう。 

9、10、55、

60 

インクルーシブス

ポーツ 

インクルーシブは、全てを包括すること、包み込む

こと。インクルーシブスポーツは、年齢や性別、障

害の有無、国籍などに関わらず誰もが一緒に楽しめ

るスポーツのこと。 

9、47、52、

56、60 

インターネット予

約システム 

インターネットを利用してスポーツ施設の利用や教

室など参加の申込を行うシステム。 
32、61 

    
か
行 

鍵管理システム 

インターネットを利用して施設の鍵を管理するしく

み。インターネットを利用して施設の鍵を直接開閉

錠したり、鍵の収納されたＢＯＸを管理するものな

どがある。 

61 

キャッシュレス決

済 

利用料金などの代金を現金を使用することなく納付

する仕組み。 
61 

健康おのみち２１ 

健康増進法第８条第２項に基づく「市町村健康増進

計画」であり、健康づくりと食育を効果的に推進

し、市民の健康の増進を図るための計画。 

3、41 

健康寿命 
健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活

できる期間を指す。 

11、34、40、

51、53 

健康日本２１ 

健康増進法第７条に基づく国の健康増進計画であ

り、国民の健康の増進の総合的な推進を図るための

計画。 

10 

ゴールデンエイジ 

体の動かし方、動作、技術を短時間で覚えることが

できる一生涯で一度だけの年代、概ね幼児期から中

学校までをいう。 

54 

幸齢ウォーキング

推進事業プラス 

１０分てくてく運

動 

運動習慣のある生活スタイルを定着させる取組。１

日にプラス１０分のウォーキングや運動を推奨する

もの。 

28、34、41、

51 

コト消費 
「事」つまり「体験」にお金を使う消費行為のこ

と。特に非日常的な体験が伴う経済活動を指す。 
9 

    
さ
行 指定管理者制度 

地方公共団体が指定する法人その他の団体に地方公

共団体に代わって公の施設の管理を代行させるこ

と。 

41、61 

４ 用語解説 
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用語 解説(意味） 掲載ページ 

さ
行 

シルバーリハビリ

体操 

体への負担が少なく、高齢でも楽しんで行え、年を

重ねるごとに動かしにくくなる関節の動きを維持・

拡大するとともに、普段使わない筋肉を伸ばすこと

で、立つ・座る・歩くなどの日常生活動作を楽にす

る効果がある介護予防体操。 

28、34、41、

51 

頭脳スポーツ 

世界中の人たちが、年齢や性別、障害を超えて楽し

むことができる、頭でするスポーツのこと。例え

ば、百人一首などのかるた競技、囲碁やオセロなど

のボードゲーム競技、トランプなどのカードゲーム

競技がある。 

34、52 

スポーツコミッシ

ョン 

スポーツを通じた観光や交流人口の拡大、スポーツ

大会・イベント・合宿などの誘致や開催支援を通じ

て、スポーツ振興と地域経済活性化を目指す官民一

体型の組織をいう。 

64 

スポーツ基本計画 

スポーツ基本法の理念を具体化し、今後のわが国の

スポーツ施策の具体的な方向性を示すものとして、

国、地方公共団体及びスポーツ団体などの関係者が

一体となって施策を推進していくための指針として

位置づけられるもの。５年ごとに作成され、令和４

年（２０２２年）度から第３期の計画期間が始まっ

ている。 

2、3、4、8、

46 

スポーツ基本法 

昭和３６年（１９６１年）に制定されたスポーツ振

興法（昭和３６年法律第１４１号）を５０年ぶりに

全部改正し、スポーツに関し、基本理念を定め、並

びに国及び地方公共団体の責務並びにスポーツ団体

の努力などを明らかにするとともに、スポーツに関

する施策の基本となる事項を定めるもの。平成２３

年（２０１１年）６月２４日に、平成２３年法律第

７８号として公布された。 

3 

スポーツ推進委員 

市町におけるスポーツを推進するため、事業の実施

に係る連絡調整並びに住民に対するスポーツの実技

の指導その他のスポーツに関する指導及び助言を行

う（スポーツ基本法第３２条第２項に規定）者のこ

と。 

23、28、58、

64 

スポーツ庁 

スポーツに関する施策を行う行政機関で、平成 

２７年（２０１５年）１０月に複数の省庁にまたが

っていたスポーツ行政を一元化し、文部科学省の外

局として新設された。 

8、9、34、64 
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用語 解説(意味） 掲載ページ 

さ
行 スポーツツーリズ

ム 

スポーツを「する」「みる」「ささえる」ための旅

行やこれらと周辺地観光を組み合わせた旅行のほ

か、旅行者が全国どこでもスポーツに親しむことが

できるような環境の整備や提供も含まれる。 

9、26、47、

59、64 

ゼロカーボンシテ

ィ 

２０５０年二酸化炭素実質排出量ゼロに取り組むこ

とを表明した地方公共団体。 
42、59 

総合型地域スポー

ツクラブ 

子供から高齢者まで（多世代）、さまざまなスポー

ツを愛好する人々が（多種目）、初心者からトップ

レベルまで、それぞれの志向・レベルに合わせて参

加できる（多志向）、という特徴を持ち、地域住民

により自主的・主体的に運営されるスポーツクラブ

を指す。 

28、58 

    
な
行 

ニュースポーツ 

一般的には、誰もが、いつでも気軽に親しむことが

できるスポーツ種目である。２０世紀後半以降に考

案された種目や外国での歴史は古いが、日本ではあ

まり知られていない種目などのスポーツを指す。 

26、28 

 

   
は
行 ブルーカーボン・

オフセット推進事

業 

ブルーカーボンは、地球温暖化の要因とされる二酸

化炭素を、海の生物（アマモなど）が光合成などを

通じてため込んだ炭素のこと。このブルーカーボン

をクレジット化して販売、その利益により里海の環

境保全や普及啓発活動を行う事業。 

59 

フレイル 加齢により心身が衰えた状態。 41、51 

    
ま
行 

メタボリックシン

ドローム 

内臓肥満に高血圧・高血糖・脂質代謝異常が組み合

わさることにより、心臓病や脳卒中などになりやす

い病態を指す。 

51 

 

   
や
行 

ユニバーサルデザ

イン 

全ての人のためのデザインを意味し、年齢や障害の

有無などに関わらす、できるだけ多くの人が利用可

能であるようにデザインすること。 

60 

 

   
ら
行 

ライフステージ 
乳幼児期、青壮年期、高齢期などの人の生涯におけ

る各段階をいう。 

6、11、34、

41、46、51 

ロコモティブシン

ドローム 

運動器症候群とも言い、骨、関節、筋肉などの運動

器の障害のために、自立度が低下し、将来、介護が

必要となる危険性が高い状態のこと。健康寿命の延

伸を阻害する大きな要因となっている。 

10、51 

  












